
古紙配合率100％再生紙を使用しています 

研 究 報 告 書

東京工業高等専門学校

東
京
工
業
高
等
専
門
学
校

研

究

報

告

書

第
三
十
六（
二
）号

平
成
十
七
年
一
月

ISSN ０２８６－０５０３

第３６（２）号

2005.1



東京工業高等専門学校研究報告書 第３６（２）号 目次

ジェイクと「掟」………………………………………………………………………………岩 崎 健…… １

ブッシュ大統領のイラク攻撃決定の背景についての一見解………………………………新 堀 孝…… １１
岩 崎 健

東京高専に対する学生の評価…………………………………………………………………古 屋 正 俊…… １９
大 澤 昇
小 杉 暁 子
白 崎 由香里

The Effect of Low-Temperature Thermal Annealing in the Atmosphere ……………大 野 秀 樹…… ２５
on the Light Emission of Porous Silicon 八木澤 亨 一

ハードウエア記述言語と FPGA を用いたマイクロプロセッサ設計教育 ………………大 塚 友 彦…… ２９

ネットワーク学習システムの構築構想………………………………………………………青 野 正 宏…… ３３
渋 谷 晶
高 野 修
東 健 太
小 嶋 徹 也

教育用計算機設計システムの開発について…………………………………………………横 山 繁 盛…… ３９
―コンピュータ教育用 CPU シミュレータ SimTKBC の構築― 鈴 木 孝

市 村 洋

高次統計量を用いた独立成分分析のためのオンライン型アルゴリズム…………………小 嶋 徹 也…… ４７
に関する一検討 横 山 結 里

板 垣 智 彦
青 野 正 宏

生態毒性試験を用いた廃棄物有害性評価における浸透圧影響……………………………庄 司 良…… ５５
古 儀 さやか
小 野 芳 朗



Research Reports of Tokyo National College of Technology No. 36 (2)

CONTENTS

Tatsuru IWASAKI …………………Jake and “A Code” …………………………………………………………… １

Takashi SHIMBORI…………………A View on the Backgrounds of President Bush’s Decision to…………… １１
Tatsuru IWASAKI Attack Iraq

Masatoshi FURUYA ………………On the Evaluation of Students to Tokyo National College of …………… １９
Noboru OSAWA Technology
Akiko KOSUGI

Yukari SHIRASAKI

Hideki OHNO ………………………The Effect of Low-Temperature Thermal Annealing in the …………… ２５
Kouichi YAGISAWA Atmosphere on the Light Emission of Porous Silicon

Tomohiko OHTSUKA………………Fundamental Education of Microprocessor Design based on …………… ２９
FPGA using HDL

Masahiro AONO …………………Framework of Network Learning System ………………………………… ３３
Syo SHIBUYA

Syu TAKANO

Kenta AZUMA

Tetsuya KOJIMA

Shigemori YOKOYAMA ……………A Computer Design System for Basics of Computer Education………… ３９
Takashi SUZUKI ―Development of CPU Simulator for Computer Education―
Hiroshi ICHIMURA

Tetsuya KOJIMA …………………On an On-Line Algorithm for Independent Component Analysis ……… ４７
Yuri YOKOYAMA Using Higher-Order Statistics
Tomohiko ITAGAKI

Masahiro AONO

Ryo SHOJI …………………………Countermeasure of Osmorality Effect to Evaluate the…………………… ５５
Sayaka KOGI Ecotoxicological Risk of Municipal Waste by Using Daphnia

Yoshiro ONO sp. Immobilization and Algal Growth Inhibition Tests



フィリップ・ヤングは語る。「ジェイクと、彼

が好む２、３の人にはコード（掟）がある」と。

（ “ Jake and the few people he likes have a

code”）。ジェイクというのは、ヘミングウェイの

傑作『日は又昇る』の主人公のことである。ヤン

グの語ることは正しいのだろうか。というのは、

一見したところジェイクには掟などないように思

われるから。しかしこの問題について考える前に、

ヤングの言うコード（掟）というのは何か、まず

はこの言葉の定義をはっきりさせておかなければ

なるまい。コードを持つ人物はコードヒーローで

ある、とヤングは語り、次のように言及する。

The code hero, then, offers up and exempli-

fies certain principles of honor, courage, and en-

durance which in a life of tension and pain

make a man a man, as we say, and enable him

to conduct himself well in the losing battle that

is life. He shows, in the author’s famous phrase

for it, “grace under pressure.” １）

それ故このコードヒーローは、緊張と苦痛の

人生において、言うなれば人間を人間たらしめ

る誇り、勇気、そして忍耐などの行動指針を、

そして人間に勝ち目のない戦い、これが人生な

のだが、の中で立派にふるまわせる行動指針を

差し出し、例をもって示す。彼は、この作家の

有名な言葉を借りるなら「重圧の下での品位」

を示す。

どうやら「コード（掟）」というのは「重圧の

下での品位」を示すことであるらしい。では「重

圧の下での品位」とは何か。これはヘミングウェ

イが使った有名な言葉であるという。ところが実

際にはヘミングウェイ自身がこの言葉を使ってい

る作品は見当たらない、と石一郎は言う。

「‥‥なお、著者から直接の返事では、出所個所

未詳の由」。だから恐らくこれは『午後の死』

（Death in the Afternoon , 1932）の巻末の付録に

載っている「闘牛に於ける用語小辞典」からのも

のであろう、と石は語る。その用語小辞典の Gra-

cia の項に、次のような描写が見られる。“Gra-

cia : grace and elegance of manner while under-

going danger”（グラシア：危険に出会った時の

品の良さと優雅さ）２）

では「危険に出会った時の品の良さと優雅さ」

とはどういうことなのか。このことについて私は

私なりの解釈を持っている。以下に述べるのは拙

著「『武器よさらば』の２３の謎を追う」からの一

節であるが、おおよそこのような解釈で間違って

いないだろう、と自負している。もっとも私がこ

こで取り上げる「コード」の持主は女性であるが。

＊一般科目 人文系

ジェイクと「掟」

岩 崎 健＊

Philip Young says “Jake and the few people he likes have a code”. The man called Jake is a hero in

The Sun Also Rises (1926). I wonder if Young is right or not, because at first glance Jake doesn’t seem to

have any code. But, before I examine if Young is right or not, I have to know what Young means by “a

code”. He says “He (the man who has a code) shows, in the author’s (Hemingway’s) famous phrase for it,

‘grace under pressure’”. That is, Young’s code means “grace under pressure”. “Does Jake have any

grace under pressure”? In this paper I try to examine if Jake has it in BookⅠof The Sun Also Rises.

（Keyword : code）

Jake and “A Code”

Tatsuru IWASAKI
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『武器よさらば』の第２部２４章で、膝の傷が癒

えたフレデリックが戦場へ復帰していく。恋人の

キャサリンが彼の出発を見送る。この別れは、も

しかすると最後の別れになってしまうかもしれな

い。その可能性はかなり高い。しかしキャサリン

は決してそのことを口にしない。口に出すことに

よってフレデリックに余計な心配をかけることを

恐れている。しかしこの別れがどんなに悲しく辛

いものであるかは、彼女のその態度に現れている。

「彼女の顔は馬車の幌の陰にあった」（“Her face

was in the shadow from the hood of the car-

riage”）３）。彼女は必死に堪えているのである。そ

の泣き顔を見られないように馬車の幌の陰にいる

のである。その陰から彼女は言う。「さよならに

しましょう」（“We might as well say good-bye”）。

キャサリンのこの言葉に対してフレデリックは言

う。「乗って行ってはいけないかい」（“I can’t go

in?”）。フレデリックはその別れの辛さを乗り切

ることができないのである。その辛さを断ち切る

ことができずに、いつまでもそれにしがみついて

いようとする。この別れが辛いのはフレデリック

よりもむしろキャサリンの方なのである。何しろ

彼女は身も心も全てを賭けてフレデリックを愛し

ているので。しかも彼の子を身籠もってもいるの

で。しかし彼女には自分の運命に敢然と立ち向

かっていくだけの勇気がある。「いけません」

（“No”）。キャサリンはフレデリックの願いを

きっぱりと断る。そして走り去っていく馬車から

身を乗り出して手を振る。しかも驚いたことに、

彼女は涙ぐんだりしてはいない。たとえキャサリ

ンが涙を見せたとしても、誰も彼女を責めること

はできないだろう。その別れの辛さのあまり、フ

レデリックに「もう少し、もう少し一緒にいてほ

しい」とせがんでも、誰も彼女を責めることはで

きないだろう。それなのに彼女は、なんと別れに

際してにっこりと微笑んでいる。「彼女はにっこ

りと微笑み、手を振っていた」（“She smiled and

waved”）（１５８）。胸の中では恐らく血の涙を流し

ていたであろうに。４）

キャサリンのこのような態度こそ、「緊張と苦

痛の人生において、言うなれば人間を人間たらし

める誇り、勇気、そして忍耐などの行動指針を例

をもって示」している。つまり「重圧の下での品

位」というのは、人が何か危険な、あるいは絶望

的な状況に出会った時に、その人がどのような態

度をとるか、ということであり、その態度に人間

としての品位が備わっている、ということである。

そして、このような解釈はヘミングウェイの「グ

ラシア：危険に出会った時の品の良さと優雅さ」

と同じものになりそうである。

これで「重圧の下での品位」の意味が明らかに

なったので、論を先に進めることにする。果たし

てジェイクは、ヤングが論評しているように

「コード」、つまり「重圧の下での品位」を持つ

人物なのだろうか。

しかし「コードヒーロー」としてのジェイクを

求めて『日は又昇る』を読み始めると、私達は裏

切られ、がっかりする。なぜなら私達の目の前に

現れたジェイクには、「コードヒーロー」の面影

など全くないからである。ジェイクが本格的に登

場する第３章はこんな具合に始まる。「暖かい春

の夜だった。私はロバートが行ってしまうと、ナ

ポリテンのテラスのテーブルに腰を下ろした」

（“It was a warm spring night and I sat at a table

on the terrace of Napolitain after Robert had

gone”）（１４）５）。「私」（“I”）というのがジェイク

のことである。ジェイクは何をしているのだろう

か。彼は夕食の仲間を探しているのである。やが

てジェイクの目の前を、これまた適当な客を求め

て歩いている売春婦が通りかかる。互いに求めて

いた同士、二人は一緒に食事をすることになる。

私が先程「裏切られ、がっかりする」と述べたの

は、何もジェイクが売春婦と夕食を共にする、と

いうことを言っているわけではない。誰と夕食を

共にしようと、そんなことは問題ではない。問題

なのは、なぜジェイクは一人で夕食を食べること

ができないのか、ということである。たまには一

人で夕食をとってもいいのではないか。というの

は、どうやらジェイクはこのパリには少なくとも

３年以上生活しており、この後ですぐ分かるよう

に多くの知人たちもいるのだから。なぜジェイク

は一人で夕食を食べることができないのか。孤独

に耐えられないのだろうか。その人生が充足して

いないからだろうか。それとも心にぽっかりと空

いた空虚感に悩まされているからだろうか。

たしかにジェイクには空虚感に悩まされる下地

が十分にあった。「空虚」とは「物事の内容や心

の内部が空っぽでむなしいこと」６）ということで

２ 東京工業高等専門学校研究報告書（第３６（２）号）



あるから、「何もなく、むなしいこと」７）という

意味の「虚無」とかなり類似している。従ってこ

こでは「虚無」という言葉を使って説明すること

にする。なぜなら『日は又昇る』はその見開きの

ページにある「日は出で、日は入り、またその出

し處に喘ぎゆくなり」という言葉に象徴されてい

るように、虚無を扱った作品であると言われてい

るので。そしてジェイクには虚無感に襲われても

当然であるという要因があるので。

ジェイクは第一次世界大戦のイタリア戦線で負

傷した。それも並の負傷ではない。それは、作中

のあるイタリア人陸軍大佐の言葉に的確に表現さ

れている。「外国人であるあなた、イギリス人で

あるあなた（外国人は皆イギリス人だった）は、

命以上のものを捧げてくれたのです」（“You, a

foreigner, an Englishman (any foreigner was an

Englishman) have given more than your life”）

（３１）。そうなのだ、ジェイクはイタリア戦線で、

命以上のものを失ってしまったのだ。インポテン

ツ、性的不能ということは人にどれほどの打撃を

与えるものなのだろうか。それは恐らく想像を絶

するような絶望状態に人を追い込むものであろう。

ジェイクはまさに命以上のものを奪われたのであ

り、彼の人格全てを否定されるような打撃を与え

られたのである。生まれたときからそうであるな

ら諦めもつくだろう。しかし、青春時代の真っ最

中に奪われたのでは諦めはつかない。ジェイクは

愚痴る。

My head started to work. The old grievance.

Well, it was a rotten way to be wounded and

flying on a joke front like the Italian. In the Ital-

ian hospital we were going to form a society. It

had a funny name in Italian. I wonder what be-

came of the others, the Italians.（３１）

私の頭は働き始めた。おなじみの愚痴だ。

あゝ、負傷するなんてなんたることだ。それに、

イタリア人であるかのように馬鹿げた前線で飛

び回っていたなんて、なんたることだ。イタリ

アの病院で私たちは一つの社会を作ろうとして

いた。イタリア語でおかしな名前をつけた。他

のイタリア人達はどうなったのだろうか。

しかし、性的不能者になったということだけ

だったら耐えることができたかもしれない、と

ジェイクは言う。「ブレットに会わなかったら、

恐らく問題はなかったであろう」（“Probably I

never would have had any trouble if I hadn’t run

into Brett”）（３１）。ところがジェイクはブレット

に会ってしまった。どのようないきさつでジェイ

クがブレットに出会ったのか、そのことについて

はこの作品の中では詳しくは書かれていない。た

だブレットが戦争中は篤志看護婦だったというこ

とを考えると、二人は病院で出会ったのだろうと

推測される。とすると二人の関係は、『武器よさ

らば』のフレデリックとキャサリンのような関係

だったのだろう。

いずれにしても、ジェイクはブレットを愛する

ようになってしまった。ブレットもまたジェイク

を愛してしまった。その後二人の愛がどのように

進展していったのかは分からない。分かっている

ことは、その愛が現在も継続しているということ

である。次の描写が、二人の愛がどの程度のもの

であるかについて語る。

The street was dark again and I kissed her .

Our lips were tight together and then she

turned away and pressed against the corner of

the seat, as far away as she could get. Her head

was down.

“Don’t touch me,” she said. “Please don’t touch

me”

“What’s the matter?”

“I can’t stand it”

“Oh, Brett”

“You mustn’t. You must know. I can’t stand it,

that’s all. Oh, darling, please understand!”

“Don’t you love me?”

“Love you? I simply turn all to jelly when you

touch me”（２５－２６）

通りは再び暗くなった。私は彼女にキスをした。

私達の唇はしっかりと合わさった。それから彼

女は顔を背け、できるだけ遠ざかろうと、座席

の隅に身体を押しつけた。頭がうなだれていた。

「さわらないで」彼女が言った。「お願いだか

らさわらないで」

岩崎：ジェイクと「掟」 ３



「どうしたんだい」

「耐えられないの」

「あゝ、ブレット」

「いけません、分かってるくせに。耐えられな

いのです。それだけです。ねえ、あなた。どう

かお分かりになって」

「私を愛していないのかい」

「愛するですって。さわられるとぐにゃぐにゃ

になってしまうわ」

「私を愛していないのかい」と問うジェイク。

「愛するですって。さわられるとぐにゃぐにゃに

なってしまうわ」と応じるブレット。二人が相思

相愛であることは間違いない。性的不能者であっ

ても女性を愛することができる、ここからジェイ

クの悲劇が始まる。彼の愛が成就することはない。

彼の愛は常にプラトニックのままで終わる。性的

に不能になったことが精神的機能をも阻害してい

るのならば問題はない。ところが、彼の異性を愛

するという精神的機能は全く健全なのである。

二人の愛が決して実ることがないことを知って

いるジェイクは悲惨である。惨めである。二重の

意味で絶望の極みに立たされる。そこで思わず自

暴自棄になって、ブレットに言う。「私達ができ

ることは何もありません」（“And there’s not a

damn thing we could do”）（２６）。だから、「私達は

お互いから離れていた方がいいのではないだろう

か」（“We’d better keep away from each other”）

と。「それに（こんな身で）人を愛するなんて、

とても滑稽なんだ」（“And it’s a lot of fun, too, to

be in love”）（２７）。しかし、表向きはこのように

割り切れても、内面的にはそうはいかない。

ブレットと別れ、アパートに帰って一人ベッド

に横たわると、内面的な自分が噴き出してくる。

「ブレットも称号を持っている。アシュレイ公爵

夫人というわけさ。ブレットなんかくそくらえ。

アシュレイ公爵夫人、お前なんかくそくらえ」

（“Brett had a title , too . Lady Ashley. To hell

with Brett. To hell with you, Lady Ashley”）（３０）。

このような呪いの言葉や愚痴が次々と飛び出して

くる。

Probably I never would have had any trouble if

I hadn’t run into Brett …. I suppose she only

wanted what she couldn’t have. … To hell with

people . The Catholic Church had an awfully

good way of handling all that . Good Advice ,

anyway. Not to think about it.（３１）

たぶんブレットに会わなければ、何の問題もな

かったであろう。…彼女は手に入らないものを

欲しがっているだけなのだ。…人間なんてくそ

くらえ。カトリックの教会はこの種のことに対

して恐ろしくすばらしい解決法を編み出してい

る。とにかくご立派な忠告さ。そのことについ

ては考えるな、というわけだ。

そしてついにジェイクは、己の運命の重みに耐

えかねて泣き出す。このような絶望の極みに置か

れたら、人は虚無的になり、無気力になるだろう。

たとえジェイクがそのようになったとしても、こ

れを責めることのできる人はいないだろう。それ

ほどにジェイクが陥っている状況は深刻である。

ではジェイクはその状況に押し潰されて虚無的に

なり、無気力になってしまっていただろうか。

たしかに虚無的になり、無気力になっていると

思われることもある。己の運命の重みに耐えかね、

孤独であることに耐えかね、先程述べたように、

売春婦などに声をかけることもあったようである。

しかしジェイクは、それが如何に空しいことであ

るかすぐに気がつく。

I had picked her up because of a vague senti-

mental idea that it would be nice to eat with

some one. It was a long time since I had dined

with a poule, and I had forgotten how dull it

could be.（１６）

私が彼女を拾ったのは、誰かと食事をしたら

素敵だろうという、漠然とした感傷的な思いか

らだった。売春婦と食事をしたのはずっと以前

のことだった。私はそれが如何に退屈なもので

あるか忘れてしまっていた。

ジェイクのこの言葉には反省の思いがある。反

省とは自分を振り返ってみることであり、間違っ

た自分を正そうとすることである。間違った自分

を正そうとするということは、あるべき自分の姿
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がある、ということである。あるべき自分の姿が

あるということは、自分を放棄していないという

ことであり、自暴自棄になっていないということ

である。つまり虚無的に、無気力になっていない

ということである。さらにこのことは次のエピ

ソードが証明してくれる。

誘った売春婦と食事を終えた後、二人はダンス

ホールに行く。ダンスをした後、ホールの中はひ

どく暑かったので、ジェイクは街路からの涼しい

風を求めて戸口に立ち、ビールを飲んでいる。そ

こへ２台のタクシーに分乗した若者たちがやって

くる。彼らの姿を見たジェイクはどういうわけか

突然怒り出す。

I was very angry. Somehow they always made

me angry . I know they are supposed to be

amusing , and you should be tolerant , but I

wanted to swing on one, any one, anything to

shatter that superior , simpering composure .

（２０）

私は大変怒った。どういうわけか彼らはいつも

私を怒らせた。彼らが楽しんでいるつもりらし

いことは分かっている。大目に見てやらなけれ

ばならない。でも私は、誰でもいいから、何で

もいいから、殴りかかっていって、あの高慢な、

にやにや笑いをした、取り澄ました態度を打ち

壊してやりたかった。

「怒る」とはどういうことであろうか。「自分

の意に反するものの存在によって感情が苛立ち荒

れる」８）ということであろう。ということは、あ

る意図が自分の中にあり、その意図を傷つけられ

たり、あるいはその意図から外れたりしているこ

とに出くわすと、感情が爆発するということであ

ろう。従って、虚無的になっていたり無気力だっ

たりしたら、「怒る」ということはないであろう。

ではジェイクは若者たちの何に対して怒ったの

だろうか。ジェイクは言う。「あの高慢なにやに

や笑いをした、とりすました態度をぶちこわして

やりたかった」と。「高慢」「にやにや笑い」そし

て「とりすました」という姿から連想するものは、

「にやけた若者」である。そういえば彼らは「白

い手」（“white hands”）（２０）、「ウェーブのかかっ

た 髪 の 毛」（“wavy hair”）、「白 い 顔」（“white

face”）をしている。さらにダンスをしている時

には「尻を大きく振って」（“big-hippily”）いた

という。これはまさに「にやける」という意味の

「女のように弱々しく色っぽい様子」を９）してい

る姿であろう。どうやら彼らのこのにやけ振りが

ジェイクを怒らせているようだ。

ではなぜジェイクは若者たちのにやけた態度が

気にくわないのか。なるほどジェイクは、時には

孤独になり虚無的になって、食事仲間として売春

婦を誘ったり、あるいは自分の運命の重みに屈し

て運命を呪ったり、愚痴をこぼしたり、挙げ句の

果てには泣き出したりして、自分の運命から逃げ

ようとする。しかしジェイクは知っている。人間

は決して自分自身の運命から逃げられないことを。

自分自身から必死になって逃げようとしている

コーンに向かってジェイクは言う。「あなたはど

こへ行こうとも自分自身からは逃げられないので

す」（“You can’t get away from yourself by mov-

ing from one place to another”）（１１）。

若い男性なのに、若い女性であるかのように振

舞っている。ジェイクにはこれが許せない。なぜ

この「白い顔」「白い手」をした若者たちが、若

い女性であるかのように振舞っているのだろうか。

この『日は又昇る』の舞台は第一次世界大戦後間

もない１９２５年頃のパリであるというから、幼くし

て戦争の悲惨さを知った彼らが現実を直視できず、

自分をごまかし虚無的になり、若い女性であるか

のように振舞っているのかもしれない。しかし、

「どこへ行こうとも自分自身から逃げられない」

ことを知っているジェイクには、自分を正視でき

ず自分をごまかしている彼らが許せないのであろ

う。しかしこれだけの理由でこんなに怒るだろう

か。「一体どうしたんだ。何かにすっかり興奮し

ているように思われるが」（“What’s the matter

with you? You seem all worked up over some-

thing”）（２１）とコーンに聞かれたジェイクが答え

る。「何でもない。ここの全てのことが私の気分

を悪くさせるのだ」（“Nothing. This whole show

makes me sick is all”）。

「ここの全てのことが私の気分を悪くさせるの

だ」とジェイクは言う。では、ここの全てにある

ものとは何か。それは例の「白い手」、「白い顔」
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をした若者たちにほのめかされていたように「虚

無的な雰囲気」ではなかっただろうか。ここに集

まっている人たちはみんな虚無的であり、退廃的

である。例えば、ジェイクが心から愛しているブ

レット。どういういきさつがあってか、彼女は何

とジェイクの怒りを買った例の「白い手」「白い

顔」の若者たちと一緒の車に乗ってここにやって

きた。しかも彼らと一緒にいて何の違和感もな

かったというのである。「彼らと一緒にブレット

がいた。彼女はとても美しく見えた。そして彼女

は彼らとまさに一緒だった」（“With them was

Brett. She looked very lovely and she was very

much with them”）（２０）。

たしかにブレットも虚無的にならざるを得ない

過去を持っている。彼女も暗い過去を背負ってい

る。彼女は戦争中篤志看護婦だったという。その

頃彼女には心から愛する人がいたらしい。しかし、

その心から愛していた人は赤痢で死んでしまった

のである。このことだけでもものすごいショック

を受け、精神的にかなり傷ついたはずである。そ

の傷は恐らく彼女の魂に深く刻まれたことであろ

う。ところが、その傷をさらに痛めつけられるよ

うな経験を彼女は持つ。この後ブレットが結婚し

たのはアシュレイという男だが、これがとんでも

ない男で、たぶん精神に異常を来していたのだろ

う、ブレットをいつも床の上で眠らせ、しまいに

は彼女を殺すと言って軍用ピストルを持って寝て

いたという。だからブレットは彼が寝込んだらい

つもピストルから弾丸を抜かなければならなかっ

た、という。こんな男と生活を共にしていたら気

がおかしくならない方が変である。というわけで、

彼女にはかなり常軌を逸したところがある。まる

で物に憑かれたかのように酒を浴びるほど飲み、

男を追い回す。それはちょうど生きるための食物

を求めているかのようである。ブレットには、忌

まわしい過去を忘れ、魂の安らぎを与えてくれる

ものが是非とも必要だったのだろう。そう、過去

の己の全てを消し去り、現在の己の全てを焼き尽

くす対象が、彼女には不可欠だったのだろう。だ

から、もし愛するジェイクが性的不能者でなかっ

たら‥‥と考えて、ブレットは虚無的にならざる

を得ない。ジェイクが性的不能者であったことが

彼女の虚無感に拍車をかける。だからこそ「白い

手」「白い顔」の若者たちと戯れ、ダンスに興ず

るブレットではあるが、ひとたびジェイクと二人

だけになると、思わず本音を洩らしてしまうので

あろう。「ねえあなた、私とても惨めだったの」

（“Oh, darling, I’ve been so miserable”）（２４）。

他の人たちはどうなのだろうか。コーンと結婚

したがっているフランセスという女がいる。本当

に愛しているからではなく、打算からである。し

かし彼女の計算は狂いつつある。そのことに危機

感を感じ、愚痴をこぼす。そして過去を悔いる。

「わたしはもっと分別を持つべきだったわ」（“I

ought to have known better”）（４８）。彼女には未

来は望めない。未来を閉ざされるとき、人は虚無

的になる。その他、自分自身から必死に逃げよう

としているコーンが虚無的であることは勿論であ

る。彼らの他にもこの場面には多くの人々が登場

しているが、彼らはみんな退廃的で、虚無的であ

る。で、問題なのは、この退廃的で虚無的な人々

の仲間にジェイクも加わっているということであ

る。つまり、退廃的で虚無的な彼らの姿は自分の

姿でもある。それでジェイクは自己嫌悪に陥り、

気分が悪くなっているのであろう。

しかしジェイクには、明らかに他の人々と違う

ものがある。それはここまでの論述の中でほのめ

かしてきたように、彼の「反省」と「怒り」の感

情に表出されている、といったことで示唆してお

いた。しかし、こんなことではジェイクに「コー

ド」、つまり「重圧の下での品位」がある証拠に

はならない。私がここでしなければならないこと

は、ジェイクが「コード」の持ち主であるという

ことの確かな証明だったはずであるから。

私が今回扱おうとしているのは第一部だけであ

る。もっと正確に言うなら、ジェイクが「白い

手」「白い顔」のにやけた若者たちに怒りを爆発

させている第三章のダンスホールの場面に限って

だけである。一体私はこの場面のジェイクのどこ

に「重圧の下での品位」を見ようとしているのか。

先程述べたように、ジェイクは一人で夕食をと

ることの寂しさに耐えかねて売春婦を探し、彼女

と夕食をとり、それからダンスホールへ行く。ダ

ンスホールでは例の「白い手」「白い顔」の若者

たちが、ジェイクが連れてきたこの売春婦を独占

し、ダンスの相手にする。ジェイクにしてみれば、

自分の相手を奪われた、というふうに考えてもい

いだろう。いや、そこまで考えるのは行き過ぎに
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しても、その売春婦がジェイクを相手にせず、他

の人たちとダンスなどに興じている以上、その売

春婦のことなど大して気にしなくてもよさそうに

思われる。それに夕食も食べさせ、酒も飲ませて

やったのだから。

その売春婦がジェイクの相手をしてくれない以

上、彼女などその場に放り出してもかまわないよ

うに思われる。それにみんな酔っているわけだか

ら、どさくさに紛れて彼女のことなど忘れてし

まったとしても、大して心は痛まないように思わ

れる。ところがどうだろうか。ジェイクはなんと

誠実な人間なのだろうか。なんと責任感の強い男

なのだろうか。そのダンスホールを立ち去るとき

には、その売春婦に対する責任を果たそうとして

いるのである。

I stopped at the bar and asked them for an

envelope. The patronne found one. I took a fifty

-franc note from my pocket, put it in the enve-

lope, sealed it, and handed it to the patronne.

“If the girl I came with me asks for me, will

you give her this?” I said. “If she goes out with

one of those gentlemen, will you save this for

me?”（２３）

私はカウンターの所で立ち止まり、封筒をく

れるように頼んだ。女主人が見つけてくれた。

私はポケットから５０フラン出し、それを封筒に

入れた。そして封をして女主人に渡した。

「私と一緒に来た娘が私のことを聞いたら、

これをやってくれないか」と私は言った。「も

しあの紳士たちのうちの誰かと出ていったら、

預かっておいてほしい」

その当時の５０フランがどの程度の価値を持つお

金であるかは分からない。でも、「もしその必要

がなかったら、預かっておいてほしい」というの

だから、決してはした金ではないだろう。それに

してもジェイクのこの行ないは特筆すべきことだ

と思う。相手は初めて出会った見ず知らずの売春

婦である。しかも彼女はジェイクのことなど全く

忘れてしまったかのように、彼の相手もせず、他

の男とダンスに興じている。彼女のことなどその

まま放ったらかしにして立ち去ってもかまわない

ように思われる。果たしてジェイクはこの売春婦

に対してどれほどの恩義があるのだろうか。しか

しジェイクはどうやらこの売春婦に対して強い責

任を感じているようである。自分が関わった以上

は自分に責任がある、とでも思っているようであ

る。

ジェイクのこのような行為は、果たして全ての

人に共通なことであろうか。否。ここまでできる

人はそう多くはいないはずである。いや、非常に

貴重な行動かもしれない。ジェイクのみができる

ことかもしれない。もっともこれと同じような行

為は『武器よさらば』の主人公フレデリックも、

彼がキャサリンの影響によってすっかり成長し、

「コードヒーロー」的人物になってから示すよう

になってはいるが。ジェイクのこの行為がいかに

フレデリックのそれと類似しているか、フレデ

リックの例をここに取り上げておこうと思う。タ

リアメント河のほとりでイタリア軍の若手憲兵の

追及を振り切ったフレデリックは、結局追われる

身となる。ある晩のこと、滞在していたホテルに

知人のバーテンがやって来、追手が迫っているこ

とを告げる。そしてバーテンは自分のボートを貸

すからすぐに逃げるようにと促す。一刻を争う緊

急事態である。よけいなことに思いを巡らさず、

ただ逃げることだけを考えるのが普通であろう。

しかし感心なことに、フレデリックはそのような

状況に於ても、やるべきことをきちんとやってい

る。すなわち、ホテル代のことなど忘れてしまっ

ても当然なのに、あるいは夜逃げ同様にホテルを

出るわけだから、どさくさに紛れてホテル代など

払わずに去ってしまっても不思議はないのに、フ

レデリックはきちんと後始末をやっている。例の

バーテンが尋ねる。「ホテル代は置いてきました

か」（“Did you leave the money for the hotel?”）

（２６９）「はい、封筒に入れて部屋に置いてきまし

た」（“Yes. In an envelope in the room”）。フレデ

リックのこの行為も、できそうでできないもので

ある。フレデリックのこのような行為が、彼が

「コードヒーロー」に成長したことの証であると

するなら、ジェイクの行為も、彼が「コードヒー

ロー」であることの証拠となるであろう。

このような行為こそ「人間を人間たらしめる誇

り、勇気、そして忍耐などの行動指針」、つまり

「立派にふるまわせる行動指針を差し出し、例を

岩崎：ジェイクと「掟」 ７



もって示」してはいないだろうか。なるほど、先

程紹介したキャサリンの「重圧の下での品位」ほ

どの密度、スケールの大きさといったものはない

かもしれない。しかし現実をしっかり見つめ、ご

まかさない、逃げない、という基本線に於ては同

じである。それ故、もしジェイクが今後キャサリ

ンと同じような立場に立たされたら、その時には

キャサリンと同じように振舞うであろう。私の推

測が正しいか否かについてはさらに追求すること

にする。とりあえず、ここでの結論は、ヤングの

主張は正しかった、ということである。つまり、

ジェイクにはコード（掟）が備わっている、と。

しかしこのような私の予測にも拘らず、その後

のジェイクにはさっぱり「コード」を持つ男とし

ての姿が見えてこない。いやそれどころか、その

反対の姿ばかりが目立ってしまうような気がする。

このように感じさせる第一の原因はコーンにあ

る。もっと煎じ詰めて語るなら、コーンとの関係

の中にそれが感じられる。

作品の幕が開くとジェイクがコーンについての

概観を語り始めるのだが、この語り口調がいかに

もコーンを軽蔑していると言わんばかりである。

I mistrust all frank and simple people, espe-

cially when their stories hold together,and I al-

ways had a suspicion that perhaps Robert

Cohn had never been middleweight boxing

champion , and that perhaps a horse had

stepped on his face, or that maybe his mother

had been frighten or seen something, or that he

had, maybe, bumped into something as a young

child, … （４）

私は全く率直で単純な人間を信じてはいない。

特にその人の話が辻つまが合っているときには。

私はいつも、恐らくロバート・コーンは決して

ミドルウェイト級のボクシングのチャンピオン

などではなかったのではないかと思っていた。

たぶん馬が彼の鼻を踏んづけたのであろう、あ

るいは、恐らく彼の母親がびっくりしたのか、

何かを見るかしたのであろう、あるいは子供の

時に何かとぶつかったのだろう。

なんとコーンを馬鹿にした語り口だろうか。ま

ずコーンを「全く率直で単純な人間」と総括し、

そんな人間は「信じていない」と断言する。そし

てその後では「彼の鼻がぺちゃんこになってい

る」（“his nose permanently flattened”）（３）こ

とに言及して、あれはボクシングのチャンピオン

になった結果の勲章の印などではなく、「馬に踏

んづけ」られたのか、母親の胎内にいるときに母

親が大変な衝撃を受けたことのせい、あるいは

コーンが子供の時に何かにぶつかってつぶしてし

まったからであろう、と辛辣な口調である。

このようなコーンに対する軽蔑的な態度はこれ

だけに留まらず、この言葉の前後にもちりばめら

れている。

Robert Cohn was once middleweight boxing

champion of Princeton. Do not think that I am

very much impressed by that as a boxing title,

but it meant a lot to Cohn. He cared nothing for

boxing, in fact he disliked it, but he learned it

painfully and thoroughtly to counteract the

feeling of inferiority and shyness he had felt on

being treated as a Jew at Princeton.（３）

ロバート・コーンはかつてプリンストン大学

のミドルウェイト級のボクシングのチャンピオ

ンだった。私がボクシングのタイトルとしての

そのことに大変な感銘を受けているなどと思わ

ないでほしい。でもそのことはコーンにとって

は大変大きな意味があったのである。彼はボク

シングなど好きではなかった。実際、嫌いだっ

た。しかしプリンストン大学でユダヤ人として

扱われていたことに対して感じていた劣等感と

恥辱感を拭い去るために、ボクシングを痛まし

いほど徹底的に学んだのだ。

コーンが大学でボクシングをやったのは、何も

ボクシングが好きだったからというわけではない

という。その動機は、ユダヤ人であることに対し

て感じていた劣等感と恥辱感を克服するためで

あったという。なんと不純な動機に基づいている

ことか。確かに、私たちの物事に対する動機は必

ずしも純粋なものばかりではない。コーンの気持

が分からないものでもない。しかしここで問題な

のは、このようなコーンをジェイクが軽蔑してい
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ることである。そしてこのようなコーンに対する

ジェイクの態度は更に続いている。コーンは「彼

に対して優しくしてくれた最初の女性と結婚し

た」（“… was married by the first girl who was

nice to him”）（４）。この口振りには、彼が女性

に好かれることはなかったし、彼がその女性を好

きだったわけでもない、といったことを示唆した

いようである。なんと軽蔑的な態度なのか。更に

またジェイクは、コーンは少年少女向けの空想物

語を読み、その世界を信じ、その世界を追求しよ

うとしているようだ、とコーンをこきおろす。

…but Cohn had read and reread “The Purple

Land.” “The Purple Land” is a very sinister

book if read too late in life. …For a man to take

it at thirty-four as a guide-book to what life

holds is about as safe as it would be for a man

of the same age to enter Wall Street direct

from a French convent, equipped with a com-

plete set of the more practical Alger books .

（９）

‥‥しかしコーンは『紫の国』を繰り返し読ん

でいた。『紫の国』は、年を取りすぎてから読

むと大変な災いとなる本である。‥‥ ３４にも

なる男がそれを人生の案内書として考えること

は、同じ年頃の男がもっと実用的なアルジャー

の全巻が備えてあるフランスの修道院から、直

接ウォール街に飛び出していくようなものであ

ろうから。

要するに、コーンは全くの世間知らずで大人に

なり切っていない、幼稚で未熟な男である、と手

厳しい。以上のごとく、ジェイクはコーンを軽蔑

し、こきおろし、揶揄している。したがって、ジェ

イクがコーンを自分と同等に扱う、もしくは友人

とする、などということは断じてないはずである、

と思う。ところがどうだろう、ジェイクはコーン

を単にテニス友達としてではなく、「私は彼のテ

ニ ス 友 達 だ っ た」（“I was his tennis friend”）

（５）、親密な友人として、人生論について議論

したり、一緒に酒を飲んだり、挙げ句の果ては、

コーンの女を交えた深刻な話し合いなどに同席し

ているのである。私がこの作品の中で最も疑問に

思っているのはこの点である。ジェイクにはある

種の「掟」がある。なんとか自分を律しようとす

る主体性がある。ところがコーンにはそのような

ものは一切ない。つまり、ジェイクとコーンは全

く異質の人間である。二人が住んでいる精神的世

界は全く異なるように思われる。このような二人

がなぜ友人同士なのか。私の疑問はここにある。

この疑問を解かないことには『日はまた昇る』を

読むことはできないような気がする。そこでこの

作品に更に深入りする前に、ここでこの疑問を解

くことを試みようと思う。

人は決して完璧ではない。まして戦争で「命以

上のもの」を奪われてしまったジェイクには様々

な欠点が見え隠れしている。泣き言を言ったり、

愚痴ったりと、その姿は必ずしも英雄的ではない。

つまり、コーンとかなり多くの共通点を持ってい

るように思われる。例えば、ジェイクはコーンが

苦しんでいる姿を見て楽しんでいる。確かにジェ

イクのそのような態度にはコーンに対する嫉妬が

ある。すなわち、こともあろうにコーンはジェイ

クの恋人ブレットを好きになってしまう。しかし

ジェイクが精神的にはともかくとして、肉体的に

彼女を愛することができない以上、これはどうし

ようもないことである。ジェイクにもその責任の

一端がある。悔しかったら、ブレットを肉体的に

も愛してやらなければならない。しかし、性的不

能者のジェイクにはそれができない。できない以

上、ジェイクは我慢しなければならない。なぜな

ら、もしジェイクが「コードヒーロー」なら、「忍

耐」をも兼ね備えていなければならないので。

「コードヒーローは緊張と苦痛の人生に於て、言

うなれば人間を人間たらしめる誇り、勇気、そし

て忍
�

耐
�

（傍点筆者）などの行動指針を‥‥例を

もって示」さなければならないので。ところが

ジェイクには忍耐力がない。コーンに対してあか

らさまに嫉妬心を露にし、コーンをいじめ、苦し

めようとする。

例えば、パンプローナに闘牛を見に行ったとき

のこと、ジェイク、ビル、コーンは目的地に先に

着いている。ブレットとマイクは後から来ること

になっている。そこでジェイクとコーンはブレッ

ト達を駅に迎えに行く。ブレットのことを良く

知っているジェイクは、彼女が予定の列車では来

ないことを確信している。ところがコーンは、自

岩崎：ジェイクと「掟」 ９



惚れもあるのだろう、自分のためにもブレットが

予定の列車で来ると思っている。そのために風呂

に入り、髭を剃り、散髪し、洗髪し、そして髪を

なで付け、ブレットを迎える準備を万全に整えて

いる。が、そのために神経質になり、苛立ってい

る。そんなコーンの苛立ちをジェイクはからかい、

いじめ、楽しんでいる。

ジェイクの予想通り、ブレットは来ない。ホテ

ルに戻ったジェイクに、ブレットからの電報が来

ている。それには「今晩はサン・セバスチャンに

泊 ま る」（“Stopped night San Sebastian”）（９９）

と書いてある。本来はコーンにもその電報を見せ

るべきなのだろうが、ジェイクは見せることもせ

ず、それをポケットにしまいこんでしまう。そし

て「あんたにもよろしくとある」（“Send their re-

gards to you”）と適当なことを言う。勿論ジェイ

クのこのような行為がコーンをどれだけ苛々させ、

苦しめるかは百も承知の上である。ジェイクはこ

のようにして、猫が捕獲した鼠をいじめるように

コーンをいじめる。「なぜ私が彼を悩ませようと

あのような衝動を抱いたのか分からない。（い

や）勿論良く分かっている」（“Why I felt that

impulse to devil him I do not know. Of course I do

know”）（９９）。

なんとさもしいことか。「コードヒーロー」の

名が泣く。しかしこれが人間の本性であろう。た

とえどんなに立派な「掟」を持っていても、所詮

人間は弱いものである。建前だけでは生きてはい

けない。弱みも吐き出さなければならない。そう

しなければバランスが取れない。ひょっとすると、

強さを求めれば求めるほど、その反動としての弱

さも必要となるのかもしれない。このように考え

るとジェイクが「コードヒーロー」としての地位

を一歩一歩進んで行くためには、その弱さを吐き

出す対象が必要なのかもしれない。このような意

味でコーンはジェイクの弱さをうまく吐き出させ

るくれるものなのかもしれない。「コーンは人間

の最悪のものを引き出してくれるすばらしい性質

を持っていた」（“Cohn had a wonderful quality

of bringing out the worst in anybody”）（９８）と

ジェイクは語る。

とするとコーンはジェイクが成長するためにど

うしても必要な人物である。勿論、このような打

算がジェイクに働いているとは思わない。もっと

素直な見方をするなら、コーンは人間の弱さの全

てを持っているような人物である。ジェイクとて

致命的な傷を持つ弱い人間である。としたら、

ジェイクはコーンを友人とすることによってどん

なにか心が安らぎ、心の安定を保つことができる

ことだろう。こんなところに、ジェイクがコーン

を友人としている理由がありそうに思われる。

（この項続く）。
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はじめに

２００１年９月１１日、世界が変わった。ユナイテッ

ド航空とアメリカン航空の旅客機がハイジャック

され、ニューヨークの世界貿易センターのツイ

ン・タワーと国防総省の建物に突っ込み、さらに

一機が建物に突っ込むのに失敗してピッツバーグ

郊外に墜落した。このテロ攻撃により、世界の従

来の秩序は崩壊の危機に瀕し、世界情勢は不安定

な状態に陥った。

これに対して、アメリカ（ブッシュ＊２政権）は、

同年１１月にこの同時多発テロの首謀者であるオサ

マ・ビンラディンとその配下にあるアルカイダ、

それにタリバン政権の殲滅のためにアフガニスタ

ンを攻撃した。しかし、この攻撃ではアメリカの

安全保障を確保するという目的を達成できないと

判断し、２００３年３月２０日にイギリス、スペインな

どの協力を得て、イラク攻撃に踏み切った。しか

しこの攻撃は従来のアメリカの外交政策とは異

なっていた。アメリカはこれまで、原則として他

国の特定の政権を転覆させるための先制攻撃をし

ない政策をとってきた＊３し、また、国際連合安全

保障理事会（以後、国連安保理と略す）の合意に

基づいた攻撃ではなかったからである。

なぜ、ブッシュ政権は、これほどまでにフセイ

ン政権を敵視したのか。この問題はアメリカ文学

を研究する筆者達にとっては無関心ではいられな

いものである。この考察では、国際政治やアメリ

カ事情の研究を専門にしているわけではない筆者

達であるが、可能な限り、その問題を解明できる

よう努めたい。

１．同時多発テロとフセイン政権の関連

当初、ブッシュ政権は、同時多発テロの背後に

いるアルカイダとフセイン政権とは繋がりがある

と考えていた。簡単に言ってしまえば、ロー

リー・ミルロイ氏の『サダム・フセインとアメリ

カの戦争』＊４に書かれている立場をとっていたと

言える。元 CIA 長官ジェームズ・ウーズリーは、

アメリカの情報関係者によると「『イラクの秘密

銀行ネットワークが、アルカイダの活動に資金援

助するために使われていた可能性が高い』と指摘

したり、オサマ・ビラディンは『１９８８年、実際に

＊東京電機大学高等学校 ＊＊一般科目人文系

ブッシュ大統領のイラク攻撃決定の

背景についての一見解
＊１

新堀 孝＊，岩崎 健＊＊

Why did U.S. President George W. Bush persist in reasoning on the necessity of the attack on Iraq?

Did he think that the attack would benefit the United States in terms of security and profit? It seems

that he made the decision to attack Iraq based on considerations other than those stated by him ; i.e.

Iraq’s status as a nuclear threat. It is the purpose of this essay to decipher, or surmise the backgrounds

of U.S. President Bush’s decision to attack Iraq from four aspects――the grudge against Saddam

Hussein after the Gulf War, the rise of Neo-Conservatism, the right and interest in the crude oil under

the ground of Iraq, and the structure of industry in the United States. In addition, the necessity of the

grass-roots enlightenment for the realization of the peaceful world is referred to.

（Keywords : the grudge, neo-conservatism, the interest in crude oil, the industry structure）

A View on the Backgrounds of President Bush’s Decision to Attack Iraq

Takashi SHIMBORI, Tatsuru IWASAKI
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イラクのスパイと会って資金提供を受けたらし

い』」＊５と発言したりした。

しかし、その証拠は見つからず＊６、その主張は

世界各国の理解を得られなかった。イギリス国内

でさえ、『フィナンシャル・タイムズ』は「イラ

クが西側諸国の安全を脅かしているという［ブレ

ア］首相の発言を聞いて、国会議員たちは発言の

裏付けとなる証拠のなさに不安を感じている」＊７

（［ ］内は筆者による補足）と報じ、『オブザー

バー』も「なぜ再びアメリカの戦争を支持する必

要があるのだろうか。アメリカはそれを証明でき

ていない」＊８と警告した。実際、ローリー・ミル

ロイ氏は９．１１同時多発テロにフセイン政権が関

与している趣旨のことを主張しているが、中東問

題の研究家達はサダム・フセインとアルカイダが

協調路線をとることはあり得ないと主張してい

る＊９。つまり、同じイスラム教を信仰しているよ

うでいても、サダム・フセインは世俗主義であり、

オサマ・ビンラディンとアルカイダ（もしくはタ

リバン）は原理主義であるという点でまったく異

なっており、互いに敵視し合ってさえいるはずで

あるというのである。９．１１テロへのフセイン政

権の関与はないというのが主流の考え方のようで

ある。政治の世界の表舞台の発言を紹介するなら、

ロシアのウラジーミル・プーチン大統領の「我々

は、どの国の代表や市民がタリバンと協調路線を

とって戦っているのか、誰が資金を出しているの

かを知っている。イラクはリストに含まれな

い」＊１０というものがある。世界の多くの国々は、

９．１１同時多発テロとイラクの関連を認めなかっ

たのである。

その後、アメリカは独立調査委員会を設立し、

同委員会は９．１１テロ攻撃とフセイン政権の直接

の関与を否定する結論を公表している＊１１し、プー

チン大統領もあらためて「ロシア情報機関はフセ

イン政権が米本土と国外の施設を標的にしたテロ

を準備していることをつかんだ。こうした情報を

（０１年の）米同時多発テロからイラク開戦までに

数回米政府に提供した。…［しかし］フセイン政

権が（実際に実行された）テロに関与したという

証拠はないことを明らかにしている」＊１２（［ ］

内は筆者による補足）。

２．アメリカの新たな主張

フセイン政権が９．１１テロと関連があるという

主張が国際社会に認められないと、アメリカは主

張を変えた。フセイン政権は大量破壊兵器（特に

生物・化学兵器）を製造し、隠し持っていると主

張し始めたのだ。だが、この主張も多くの国の理

解を得ることは出来なかった。それを代表する発

言としてロシアのイワノフ外相の発言を紹介する

と、「イラクが大量破壊兵器を所有する事実や可

能性はいまだに存在しない。…サダム・フセイン

の味方をする人などいないが、国際政治にはプロ

セスが必要である。主権国家を侵略するなら、そ

れには理由が必要だ。」＊１３というものがある。ア

メリカは国連安保理において、衛星写真や衛星で

傍受した通信内容などを証拠として示した＊１４が、

それらもアメリカの主張を裏付ける証拠として、

世界各国を十分に納得させるには至らなかった。

結局、国連安保理の要求によりイラクの大量破

壊兵器の査察が再開されたが、アメリカの主張を

裏付ける証拠は出てこなかった＊１５。そこで、ア

メリカは、大量破壊兵器が見つからないからと

いってイラクがそれを所有していないと証明でき

たことにはならないと主張し、更に、イラクは大

量兵器査察に非協力的であるとの非難を強め、結

果として、アメリカ、イギリス等の国は国連安保

理の承認を得ないまま＊１６、２００３年３月、イラク

攻撃に踏み切ったのである。

しかし、２００４年２月時点で、アメリカ、イギリ

スの主張を裏付ける証拠は見つかっておらず、つ

いには、「イラクで大量破壊兵器の捜索にあたっ

ている米調査団の団長を…辞任したデイビッド・

ケイ氏が１月２８日、米上院陸軍軍事委員会の公聴

会で辞任後初めて証言し、昨年３月のイラク戦争

開始時点でイラクが生物・化学兵器を保有してい

たと判断した米情報機関の分析は誤りだったと断

言した。ケイ氏はアルカイダなどテロ組織と旧フ

セイン政権の協力についても『証拠は見あたらな

い』と発言。『自分自身を含め、ほとんど誰もが

間違っていた。…証拠は一切ない』と断言し

た」＊１７のである。国連査察委員会のハンス・ブリ

クス氏も、当時のブッシュ政権はどんな些細な事

柄も自分たちに有利なように解釈し、まるで魔女

狩りのようであった、と述べている＊１８。

なぜ、ブッシュ政権はそこまでイラク攻撃にこ
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だわったのか。

３．なぜイラクなのか

３－１．湾岸戦争の遺恨

ブッシュ政権はなぜ、イラクをこれほどまでに

敵視するのか。この点については、様々な研究家、

評論家が色々な説を繰り広げており、ブッシュ大

統領本人に聞くしか正しい答えは得られない。し

かし、だからといってこの問題を放置してはおけ

ない。吉崎氏は、ブッシュ大統領は純粋にアメリ

カの安全を確保しようという動機から、イラクへ

の攻撃を決めたと説明し、その背後には、９．１１

同時多発テロはアメリカ本土を攻撃された第二の

真珠湾攻撃であり、アメリカの安全を確保するた

めにはイラクを叩く必要があるという判断があっ

たという＊１９。だが、イラクと９．１１同時多発テロ

を結びつける明確な証拠が存在しない以上、この

説明だけでは疑問を払拭することはできない。

この、アメリカのイラクに対する敵意を柴山哲

也氏は「サダムをうち負かさずにおいた共和党の

父ブッシュ政権や民主党のクリントン政権は決定

的な失敗を犯した。だから２１世紀の最初の敵はイ

ラクと決まったのだ」＊２０と断言する。また酒井啓

子氏はアメリカの政治家の不安感を「アメリカが

常に『イラク脅威論』を持ち出すのは、湾岸戦争

の際にイラクのフセイン政権をつぶし損ねた、と

いう意識、そしてつぶし損ねたそのフセインが報

復しにやってくるのでは、という意識をアメリカ

の政治家たちが強く抱いているからに他ならな

い」＊２１と説明する。つまり、湾岸戦争の遺恨が根

底にあるというのである。

ここまでくると、何故ブッシュ・シニア大統領

は湾岸戦争時にフセイン政権を潰さなかったのか

という素朴な疑問が生じる。多国籍軍最高司令官

ノーマン・シュワルツコフ氏も、攻撃を中止せよ

というブッシュ・シニア大統領の決断を「温情に

あふれた、勇敢な決断」＊２２と差し障りない表現で

形容しているが、進軍を続けていれば「徹底的に

たたきのめすことができた」＊２３と真相を明らかに

している。

何故、ブッシュ・シニア大統領は攻撃を中止し

たのか。彼はイラク国民の蜂起に期待し、実際そ

れを呼びかけた。彼が自ら、フセイン政権を打倒

しなかったのは、ポスト・フセインの準備ができ

ていなかったからである。小滝透氏は、ブッ

シュ・シニア大統領は「フセイン政権が倒れるこ

とでこの地域に政治的空白が生まれることを嫌っ

たからだ」＊２４と断言している。それ故に、彼はイ

ラク民衆に蜂起を呼びかけておきながら、その動

きを支援するどころか、見捨てたのである＊２５。

彼には、ポスト・フセインの新しい構図が描き切

れていなかった。だからイランの影響力が強大化

するのを防ぐため、そしてイラク国内の内乱を防

ぐためにフセイン政権を意図的に救ったのである。

そのブッシュ・シニア大統領がやり残した仕事を

息子のブッシュ大統領がどうしても処理したがっ

た、という構図は絶対になかったとは言い切れな

い。

３－２．ネオコン思想をもった政策集団の存在

ブッシュ氏が大統領に就任してから、ネオコン

（ネオ・コンサーバティブ）という言葉を頻繁に

耳にするようになった。日本で報道される時は

「新保守主義」などと訳されることがあるが、今

回のネオコンは決して保守主義ではない。従来は

内向きの政策をとってきた共和党が、アメリカ国

外の国々の問題に積極的に関与しようとするこの

思想は「転換左翼である」と柴山氏は断言する＊２６。

その主張は「強大な武力を用いてでも、アメリカ

の正義を世界に広めるべきである」というもので

ある。アメリカには従来から“Manifest Des-

tiny”と呼ばれる「アメリカの価値観は世界に広

めるに値するものである」という思想があり、そ

れと現在の圧倒的な軍事的有利な立場が結びつい

て、このような思想に傾いているのであろう＊２７。

この思想は、既に言及したように、ブッシュ氏

が大統領に就任してから頻繁に耳にするように

なったが、実際には、この思想をもったシンクタ

ンクはクリントン政権時代に既に活動を始めてお

り、クリントン政権の中東政策を厳しく批判して

いたのである。吉崎氏は特に PNAC（Project for

the New American Century）というシンクタン

クが痛烈なクリントン政権批判を繰り広げていた

ことを紹介している＊２８。クリントン政権時代に

は、その活動が日本では報道されていなかっただ

けのことなのである。

吉崎氏の指摘によると、アメリカは GDP の

３％しか軍事費に費やしていないのに、他の２位
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以下の４２０数カ国の軍事費を合計してもアメリカ

の軍事費には及ばないということである（レーガ

ン政権時には GDP の７％を軍事費に費やしてい

たという）。その現実を背景に、アメリカは自分

たちの考える正義を世界各国に押しつけようとい

う欲望を抱いているように思われる。

ネオコンの代表的な論客であるロバート・ケー

ガン氏は「欧米」という言葉はもはや通用せず、

アメリカとヨーロッパ諸国は異なった基準で行動

している、と言う。ヨーロッパには脅威に立ち向

かう力がないので、それを見ようとしないでいら

れるが、アメリカにはその脅威に立ち向かう力が

あるので、その脅威を無視することはできず、敢

然と立ち向かうのだ、という論理を展開するので

ある＊２９。この論文（書籍）はアメリカとヨーロッ

パ諸国との決裂を意味するものとして、大きな反

響を呼んだものである。

彼らネオコン集団は、強硬な中東政策を主張し、

イスラエルへの肩入れを要求していた。この主張

がブッシュ政権誕生後、表面上は、そのままアメ

リカ政府の政策に反映されることはなかった＊３０

が、実際には、ブッシュ政権は政権発足直後から

イラク打倒を目論んでいたことが明らかになって

いる。ポール・オニール前財務長官の証言による

と、ブッシュ政権発足直後の国家安全保障会議初

回会合（２００１．１．３０）でイラクに対する軍事的選

択を検討すべきだとブッシュ大統領がラムズフェ

ルド国防長官に指示していたということであ

る＊３１。このような政治動向や発言が、表面化し

たのは２００４年２月頃になってのことであるが、

ブッシュ大統領の側近には、ネオコン政策集団

PNAC に署名している者がいる――チェイニー

副大統領、ラムズフェルド国防長官、ウォルフォ

ビッツ国防副長官＊３２。この事実から、アメリカ

の思惑と高慢な態度が見え隠れすることは、誰も

否定できないであろう。このような現実が、イス

ラム教原理主義者達の態度を硬化させたというこ

とも否定できないし、その結果として９．１１同時

多発テロを避けることが出来なかったとすれば、

「第二の９．１１テロを防ぐ」という口実は、ネオ

コン集団が、当時大量破壊兵器保有の疑いをかけ

られていたイラクを攻撃するべきと主張するため

の恰好の理由付けを与えてしまったと言えるであ

ろうし、ネオコン思想の高まりがブッシュ大統領

のイラク攻撃決定への傾斜を強めたとも言えるの

ではないだろうか。

３－３．イラクに眠る原油の利権

吉崎氏は今回のアメリカによるイラク攻撃の背

景として、埋蔵量世界第２位といわれる原油の利

権をめぐる戦いがある可能性を否定しているし、

スコット・リッターも今回のイラク攻撃における

石油の利権の関連をあまり重要ではないとしてい

る＊３３が、彼以外の研究家・評論家はイラクの地

下に眠る原油の利権をアメリカが確保しようとし

たという主張を繰り広げている。例えば、星川淳

氏（ウィリアム・リバーズ・ピット著『スコッ

ト・リッターの証言』（既出）の訳者）は、次の

ような指摘をする。「ブッシュ政権の三本柱（石

油確保、圧倒的軍事力、テロ抑止）の一角をなす

石油については、原油埋蔵量が世界第２位である

ばかりではなく、採掘しやすさと品質でもトップ

レベルのイラクを配下におさめたい動機は限りな

く強いと見た方がいい。最近、アメリカでは２０２５

年までに原油輸入依存度を現在の５５％から６８％に

まで上げる見通しを発表しており、当面その大半

を中東に頼るつもりだ。アフガン攻撃の隠れた目

的であるカスピ海油田の品質と可採量が期待を裏

切りつつあることも、イラク攻撃の強行に傾いた

理由とされている。」＊３４

星川氏の、この主張は説得力があるし、加えて

毎日新聞社もイラク戦争後の石油権益争奪戦を紹

介して、「世界第二位の石油埋蔵量を誇るイラク

で、調査済みの７３の油田のうち開発されているの

は２４に過ぎない。国連制裁下では日量２００万バレ

ルを割っていたが、『メジャーの開発によって７００

万バレルになり得る』という見方もあり、文字通

り『宝の山』だ」＊３５との分析を示している。また、

ピュリッツァー賞受賞作家であるジャーナリスト、

ロン・サスカインド氏は「２００１年１月の国家安全

保障会議ではイラクにおけるアメリカ地上軍の使

用が計画されていた。占領下のイラクをどうする

のかを討議しているのだ。…また、占領後のイラ

クの石油利権をどう分配するかということまで

９．１１前から討議されていたのだ」と指摘してい

る＊３６。さらには、朝日新聞も「開戦から１年、

イラク石油に思惑交錯、出番待つメジャー、先手

打つ中小企業」という記事を掲載し、２００４年中に
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は日産「３００万バレルに達することもできそうだ。

埋蔵量からすれば５００万～６００万バレルの生産も可

能」というイラク石油省アボウシュ生産局長のコ

メントを掲載している＊３７。実際、アメリカのエ

ネルギー危機はここ数年ずっと警告され続けてき

たことであり、それを考えると星川氏の説明や毎

日新聞社の分析は極めて説得力があり、現実的に

思える＊３８。

また、この問題の背後には「ビンラーディン主

義」というものがある。ビンラーディン主義とは、

トーマス・フリードマンが「敵はビンラーディン

主義」という論説文の中で言及しているものであ

る＊３９が、日本ではまったくと言ってよいほど聞

き慣れないものである。この思想は本文を引用す

るよりも、坂本一哉氏の言葉を使った方が分かり

易いので、そちらを引用する。ビンラーディン主

義とは「排他的なイスラム信仰を人々に強制し、

社会の近代化を妨げながら、その結果生じる苦境

をアメリカのせいにしてアメリカへの憎悪をあお

るイデオロギーのことである。寛大な精神をもた

ず、『悪魔』アメリカの破壊こそが問題解決の正

しい道であると説く考え方である」＊４０。

つまり、アメリカは政治体制がどのようなもの

――民主的ではない王制をとっていようとも――

であれ、自国の原油確保に協力的な政治体制を認

めてきた。しかし、それらの国々で貧富の差が拡

大し、国民の間に不満が広がりつつあるところに

付け入られ、その不満をそれぞれの国の政府では

なくアメリカに向けられたのである。イラクに

限って言えば、アメリカはイラン革命の影響の拡

大をくい止めるために１９８０年代に積極的にイラク

を支援した。その結果イラクは中東地域で、強大

な軍事力を保持することになったのだ。アメリカ

とイラクはもともと根本的な友好関係を結んでい

たわけではなかったから、クウェートは本来イラ

クの一部であると主張するイラクの軍事的暴走を

交渉ではくい止められず、クウェート侵攻を引き

起こし、そして湾岸戦争を引き起こした。

この考察では便宜上、アメリカ、イギリスなど

の国々のイラク攻撃を、「湾岸戦争の遺恨」、「ネ

オコン思想をもつ政策集団」、「イラクに眠る原油

の利権」と分けてきたが、実はこれらはこのよう

に分類できない、複雑に絡み合った問題なのであ

る。さらに、パレスチナ問題＊４１が関係している

ことはいうまでもないことである。

４．問題をさらに複雑にした要素

このように、今回のイラク攻撃は実に複雑な要

素が、おそらくは階層的に――つまり、ブッシュ

大統領の中ではある程度の優先順位があったであ

ろうという意味――絡み合って起こったものであ

る。

しかし、この問題の背後にはもっと入り組んだ

問題点がある。それは、ブッシュ政権は戦争をし

たかったのではないかという疑いと、クリントン

政権の中東政策の矛盾・無策さ、である。

ここでは、まず後者のクリントン政権の問題を

取りあげよう。クリントン政権の中東問題への無

策さをネオコン集団が早期から批判していたこと

は既に指摘したが、クリントン政権は無策であっ

ただけではなく、イラク問題を複雑にした。それ

はウィリアム・リバーズ・ピットの書籍にスコッ

ト・リッターの証言として記述されている。これ

はどういうことかというと、クリントン政権は、

国連の大量破壊兵器査察団の査察場所を、イラク

の国家としての主権に関わる場所を中心に選び、

イラクの反発を誘発したというものである。そし

て、イラクは国連及び国際社会に対して非協力的

であるという印象を作り上げていったのである。

さらに、ミラン・ライの指摘によれば、イラクが

主張した、国連の査察団がスパイ活動をしている

という主張は事実であったというのである。アメ

リカの軍事アナリスト、ウィリアム・アーキン氏

は、１９９８年に行われた「『砂漠のきつね作戦』の

目標は、UNSCOM（国連大量破壊兵器廃棄特別

委員会）を通じて集めた秘密情報を利用して、サ

ダム・フセインを守る国内の治安システムを破壊

することだったと考えている。『砂漠のきつね作

戦』の目標のほぼ半分は、大量破壊兵器関連施設

そのものではなく、政治関連施設に集中していた。

国防総省は『UNSCOM のモニターが提供した情

報が、目標の正確な選別に役立った』と認めてい

る。」＊４２と指摘している。

次に、ブッシュ政権（厳密に言うとクリントン

政権もそうである）が戦争をしたがっていたとい

う点である。これは、一度中断した査察が再開さ

れたときイギリスのトニー・ブレア首相とブッ

シュ大統領が２００２年４月、国連監視検証査察委員
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会（UBNMOVIC）が、「新しい査察制度を無条

件に受け入れるべきだと要求し、『どんな査察官

でもいつでも、どこにでも立ち入らせなければな

らない』と語った。…２００２年２月、あるアメリカ

情報活動関係者は、ホワイトハウスは『イエスと

いう答えを期待していない』と語った」＊４３という

のである。この、新しい条件は UNSCOM よりも

厳しいものである。イラクが反発し、イラクが悪

者であるという印象を世界に植え付けようとした

意図が窺える。

しかし、何故ブッシュ政権もクリントン政権も

戦争を仕掛けたかったのか。これについては、内

藤正俊氏が興味深い指摘をしている。簡単に言っ

てしまえば、アメリカは産業構造上、戦争をし続

けないと経済が発展しないということである。巨

大な軍事産業資本から巨額の資金提供を受けてア

メリカ議会、もしくはホワイトハウスへ選出され

る政治家達は、「平和の配当、それは軍事産業に

とって失業である。だから次の戦争への準備を考

えなければならな」い＊４４というのである。つま

り、アメリカの政治家は、平和の希求などをした

りはしないというのである。だとすると、既に指

摘した、湾岸戦争時のブッシュ・シニア大統領の

「温情にあふれた、勇敢な決断」も、単にイラク

の政治空白を嫌ったためではないかも知れない。

ブッシュ・シニア政権は、レーガン政権が生み出

した巨額の財政赤字を抱えており、アメリカ経済

も好調ではなかった。彼はアメリカ経済を支える

ために意図的にフセイン政権の延命を謀った可能

性があるということである。ところが、クリント

ン政権下の「ニュー・エコノミー」と呼ばれる好

景気により財政赤字はなくなった。ブッシュ大統

領は、政権発足期に景気が後退期に入っていたた

め、軍事費を多額に割いて多少の財政赤字が生じ

ても景気が回復できれば政治基盤に影響は出ない

と読んでいたのではないだろうか＊４５。

だとすると、ブッシュ大統領のイラク攻撃決断

は、アメリカ経済の復調のため、湾岸戦争の遺恨

をはらすため、ネオコン思想を実現するため、イ

ラクに埋蔵されている原油に関わる利権確保する

ため、アメリカ本土の安全を守るための積極的な

行動であったと同時に、ビンラーディン主義への

対処――これは、アメリカ本土の安全を確保する

ためであると同時に石油の安定供給を維持するた

めという意味で――という不可避な行動であった

と言えるのではないだろうか。これらの要素がど

のような順位であったかはわからないが、階層的

に、かつ複雑に絡み合って、今回のイラク攻撃が

行われたと考えられるのである。

最後に

以上のように、今回のイラク攻撃の背景を分析

してみた。しかし、気になるのは前項目のアメリ

カの産業構造である。ブッシュ大統領は２００４年度

予算で過去最大の赤字を見込んでいるが、その赤

字は２００５年には減少させることができるとも言っ

ている＊４６。アメリカ（ブッシュ政権）はイラク

の次の標的を考えているのだろうか。国際社会は

アメリカの暴走をくい止めることはできないのか。

その暴走に日本も追随しているのである。内藤氏

は言う、銃社会アメリカ、軍事産業社会アメリカ

が世界のリーダーである限り、戦争はなくならな

いし、地域紛争の激化は避けられない。なぜなら、

そのリーダーであるアメリカが最大の銃、兵器輸

出国だからである、と。だとすると、２１世紀も戦

争の世紀であり続けるのか。

それをくい止めるためには、教育制度を整える

しかない。歴史や民族の違いから生じる憎しみあ

いを乗り越えるための教育をするしかないのであ

る。日本でも、複数の団体がイスラエルとパレス

チナの子供を毎年日本に招待して交流会をもって

いる＊４７。また、２００３年、ニューヨークの音楽ホー

ルでイスラエル人ピアニストとパレスチナ人ピア

ニストが「音楽を通じて、互いの憎悪を乗り越え

ることができることを示す」ためのジョイント・

リサイタルを行った。あるニュース番組で、イラ

クの高校生とアメリカの高校生が衛星回線を使っ

て討論会をした。議論は平行線に終わったが、開

戦後数日経って、アメリカの高校生には明らかな

意識の変化が見られた。自分たちが議論を交わし

た名前と顔のわかっているイラクの友人達がアメ

リカ、イギリスの爆撃によって死んではいないか

と心配するようになったのである。そして、この

戦争が本当に必要で正しいものなのかを疑うよう

になった、というのである。政治家達が躊躇せず

に爆撃命令を下し、ミサイルの発射命令を出せる

のは、その地にも、自国と同じ様に暮らす人々が

いるという意識が稀薄だからである。市民レベル
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で、この意識が高まれば政治家達の暴走を止める

ことはできるはずである。今求められていること、

今出来ることは、そのようなことではないかとい

う私見を示してこの考察を終えることにしたい。

注
１． この考察は、日本で出版されている様々なイラク

戦争関連の書籍を総合してなされている。引用する

場合は、その都度引用元を明示することは言うまで

もないが、それぞれの書籍の著者の方々には深く感

謝申し上げる次第であります。なお、引用文につい

ては、それぞれの書籍の記述をそのまま引用してい

るので、人名に多少の表記の異なりがあることを、

予めお断りしておく。

２． この考察では、ジョージ・Ｗ・ブッシュ大統領（在

任期間２００１年１月～）をブッシュ大統領と表記し、

ジョージ・ブッシュ大統領（父、在任期間１９８９年～

１９９３年）をブッシュ・シニア大統領と表記する。

３． 吉崎達彦著『アメリカの理論』、新潮社、２００３。た

だし、実際には、この原則に当てはまらない武力行

使を行ってきたのも事実である。例えば、レーガン

政権下のグレナダ侵攻、ニカラグアの反米政権を打

倒しようとする反政府ゲリラ支援、ブッシュ・シニ

ア政権下でのパナマ侵攻など。歴史を遡れば、セオ

ドア・ルーズベルト政権の「棍棒外交」と呼ばれる

度重なる軍事介入政策がある。

４． ローリー・ミルロイ著、講談社、２００２。

５． ミラン・ライ著『イラク戦争を中止すべき１０の理

由』（NHK 出版、２００２）

６． 前掲書に同じ。同書によると、CIA 長官テネット

の追跡調査では「裏付けとなる証拠は発見されなかっ

た」ということである。

７． 前掲書に同じ。

８． 前掲書に同じ。

９． 吉崎達彦（既出）、酒井啓子（『イラクとアメリカ』、

岩波書店、２００２）、ウィリアム・リバーズ・ピット

（『スコット・リッターの証言・イラク戦争――ブッ

シュ政権が隠したい事実』、合同出版、２００３）、小滝

透（『サダム・フセインが頑張るこれだけの理由』、

飛鳥新書、２００３）、ミラン・ライ（既出）

１０． ミラン・ライ、既出。

１１． 『朝日新聞』（２００４．６．１７）， The Daily Yomiuri.

（２００４．６．１８）

１２． 『朝日新聞』（２００４．６．２９）

１３． ミラン・ライ、既出。

１４． グレッグ・ティールマン元国防省諜報部員（コリ

ン・パウエル国務長官の側近としてイラクの大量破

壊兵器情報の分析にあたった人物）は、パウエル氏

の２００３年２月５日の国連安保理での演説は情報操作

の意図があったと指摘している。（テレビ朝日、「サ

ンデー・プロジェクト」、２００４．２．２９）

１５． ウィリアム・リバーズ・ピット（既出）の書籍に

は、大量破壊兵器査察の結果、イラクがそれを隠し

持っていることはありえないし、もしくはそれを製

造する能力を持ってはいない旨が書かれている。

１６． 国連安保理で最後まで、ロシア、フランスがイラ

ク攻撃には賛成しなかったのは、経済制裁下のイラ

クに認められていた石油輸出の相手国として、これ

らの国が契約を結び、既にイラクの石油の利権を手

に入れていたからという一面もある。

１７． 『朝日新聞』、２００４年１月２９日（夕 刊）、及 び The

Daily Yomiuri，２００４年１月３０日に掲載。ケイ氏の、こ

の発言を受けて、ブッシュ大統領は「サダム・フセ

インは危険な男だった。少なくとも兵器をつくる能

力はあった」とイラク攻撃の根拠を修正した。（『朝

日新聞』（夕刊）、２００４．２．９）また、ケイ氏は２００４

年６月にもあらためて「大量破壊兵器は『イラクに

はなかった』」と断言している。（『朝日 新 聞』、

２００４．６．１８）

１８． 「きょうの世界」、BS－１、２００４年１月３０日２０時

（「国連元査察団長イラクの真実」インタヴュー）。

ブリクス氏はこれから後も、ブッシュ大統領とブレ

ア首相に対する批判を繰り返している。（The Daily

Yomiuri，２００４．２．１０．／２００４．２．２６）

１９． 吉崎達彦、既出。

２０． 柴山哲也著『戦争報道とアメリカ』、PHP 研究所、

２００３。

２１． 酒井啓子、既出。酒井氏は、「イラクの防空能力は

かなり向上しているが、空軍、陸軍は湾岸戦争後そ

れほど回復していない」という『ジェーンズ・ディ

フェンス・ウィークリー』などの判断を引用しなが

ら、本文に示したような論を展開している。

２２． ミラン・ライ、既出。

２３． 前掲書に同じ。

２４． 小滝透著、既出。なお、酒井啓子氏（既出）は小

滝氏の主張に加えて、「湾岸戦争が米ソ冷戦構造後初

めての地域紛争処理の試みであったころから、でき

る限り「国連」を前面に出し、国際社会による新た

な国際秩序維持システムの確立という形態をとろう

とした。クウェートからイラク軍を撤退させるため

の湾岸戦争、という位置づけで戦闘を開始した以上、

目的を達成してもなおイラク本土への進軍を続ける

ことは、国連決議をどう解釈しても難しいことだっ

たと言えよう。」とも主張している。

２５． ロバート・Ｓ・リトワク著『アメリカ「ならず者

国家」戦略』、窓社、２００３。

２６． 柴山哲也、既出。

２７． 柴山氏（既出）も、筆者と同様の見解を示してい

る。
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２８． 吉崎達彦、既出。

２９． ロバート・ケーガン著『ネオコンの論理』、光文社、

２００３。

３０． ブッシュ大統領は、選挙運動期間中は共和党の伝

統的な孤立主義を訴え、彼自身がネオコン思想を唱

えることはなかった。

３１． テレビ朝日「サンデー・プロジェクト」、２００４．

２．２９。

３２． 吉崎達彦、既出。

３３． 吉崎達彦、既出。ウィリアム・リバーズ・ピット、

既出。

３４． ウィリアム・リバーズ・ピット、既出。「訳者あと

がき」より。

３５． 毎日新聞社取材班編『民主帝国アメリカの実像に

迫る』、毎日新聞社、２００３。

３６． テレビ朝日、「サンデー・プロジェクト」、２００４．２．

２９。同番組では、油田採掘を希望する外国企業リス

トを米商務省資料として画面で紹介している。

３７． 『朝日新聞』（２００４．３．２７）

３８． イラク戦争の背景として石油利権が大きな部分を

占めるという見方に対しては、BBC のエバン・デイ

ビス氏が「石油がすべてか――戦争の経済」（『イラ

ク戦争は終わったか！』、BBC 特報班、河出書房新社、

２００４）において反論を繰り広げている。ただし、こ

の反論は石油利権がイラク戦争の背景のすべてであ

るという見解を否定しているのであって、要素とし

て含まれる可能性まで否定しているわけではない。

なお、２００４年２月にラムズフェルド国防長官は、

カザフスタンを訪問し、「カスピ海とカザフスタン西

部の安全保障は世界にとって重要だと強調し、…イ

ラクという大駒を手中にした米国はカスピ海周辺や

西アフリカの産油国にまで外交攻勢をかけて、OPEC

に揺さぶりをかけている」（『朝日新聞』、２００４．３．２７）

ことからも、米国が OPEC の実質的な原油価格支配

に対して不満を持っていることが窺えるし、イラク

の油田開発が順調に進んで石油生産量を増やせば

OPEC の弱体化につながる可能性があることをエバ

ン・デイビス氏も否定していない。

３９． トーマス・フリードマン著『グラウンド・ゼロ』、

光文社、２００３。

４０． 坂本一哉著、「『グラウンド・ゼロ』書評」、（読売

新聞、２００３．４．６）より引用。なお、アメリカを悪

魔と見なす思想は『同時多発テロがわかる１１のＱ＆

Ａ』（ミッチ・フランク著、原書房、２００２）にも紹介

されている。

４１． これについては、注３２．をつけた部分の本文で指

摘したこととも関連している。なお、パレスチナ問

題の概要を知るにあたって、『ドキュメント・ノベル

＋用語集 ビンラディン対アメリカ 報復の連鎖』

（角間隆著、小学館、２００１）がかなり役に立った。

４２． ミラン・ライ、既出。

４３． 前掲書に同じ。

４４． 内藤正俊著『なぜアメリカは戦争をしたがるか』、

潮文社、２００３。内藤氏は、軍事産業と石油メジャー

との関わりについても言及している。

４５． 吉崎氏は、ブッシュ政権の経済政策の特徴として、

「防衛費を聖域化して財政赤字を拡大した」が、「そ

の結果として、アメリカ経済に…『ケインズ効果』

をもたらした」と指摘している。ただし、財政赤字

が巨額になり過ぎれば、かえってそれが経済の失速

をもたらすことは言うまでもない。

４６． 『朝日新聞』、The Daily Yomiuri.（２００４．２．３）

４７． NPO 法人ピース・キッズ・サッカーやイスラエ

ル・パレスチナ・日本の子ども達による親善サッ

カー大会実行委員会など。ただし、このような活動

に対して「カホール・ラバン」エッセイ集４０（http://

kahol.mideastreality.com/kahol 42.html）のような批

判もある。

（平成１６年９月１７日 受理）
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Since visible photoluminescence (PL) at room

temperature from electrochemically anodized po-

rous silicon (PS) was discovered ,1 PS has been

studied extensively for its potential applications

in silicon-based optoelectronics.2,3 Many research-

ers have studied as-anodized PS treated by vari-

ous oxidation processes such as the rapid thermal

method and exposure to air for a long time .4,5

These studies have clarified that oxidized PS has

a PL spectrum in the range of 650 - 800 nm. How-

ever, the intensity and the wavelength range of

the PL can be affected significantly by the etch-

ing solution in the etching process and/or the

subsequent oxidation process . Although PL is

thought to result from the oxidation of nano -

structural silicon surface,6-8 which portion of the

oxidized PS is the PL source has not been re-

vealed yet.

In this study , electrochemically anodized PS

were oxidized by annealing at low temperatures

150 - 250℃ in ambient air, and were examined by

means of IR and PL spectra. On the basis of these

results the relationships between the surface

structure of the oxidized PS and the PL spectra

have been analyzed in detail.

A p-type Si (100) wafer (ρ= 2 - 5 Ωcm) was

electrochemically anodized in a (2 : 1) solution of

HF (46%) and ethanol (99.6%) at a current density

of 30 mA/cm2 for 60 min. After completing the

anodization, the porous silicon layer formed was

separated from the Si substrate by increasing the

current density up to 900 mA/cm2. The PS sam-

ples obtained were then annealed in air at three

different values of temperatures 150, 200 and

250℃ for oxidization. The IR spectra on these PS

films were measured with a transmission FTIR

spectrometer, and the photoluminescence spec-

tra were measured with a pulsed laser photolumi-

nescence (PL) spectrometer (Nd : YAG ; λ= 355

nm, pulse width 5 - 6 ns).

Figure 1 shows the IR absorption spectra in

the range of 800 - 1400 cm－１ for the PS annealed

at 150℃ for the annealing times of 10, 30 and 60

min as well as that for an as-prepared PS. The IR

peak appearing at 816 cm－１ in the spectrum of

the as-prepared PS is attributed to the absorption

due to -Oy-Si-Hx bond bending. The IR absorption

due to Si-Hn bond bending (n = 1, 2 and /or 3) ap-

pears at 910 cm－１ with strong intensity . The

peaks due to the Si-O-Si bond stretching appears

at 1040 and 1110 cm－１.9 The absorption due to Si=

O or Si-O-Si bonds stretching on the PS surface is

observed at 1270 cm－１.9 As the annealing time in-

creases, the intensities of IR peaks at 816, 1040,

1110 and 1270 cm－１ increase. In addition, a new

peak assigned to the stretching vibrational band
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of Oy-Si-Hx (y and x ; 1, 2 or 3) appears at 870

cm－１,9 and this also grows with the annealing

time.

Figure 2 shows the IR spectra in the range of

2050 - 2300 cm－１ obtained for PS samples which

were annealed also for 0, 10, 20, 30 and 60 min at

150℃. The IR peaks at 2087, 2110 and 2144 cm－１

which dominate the spectra of the as-prepared

PS are attributed to Si-H1, Si-H2 and Si-H3 stretch-

ing modes, respectively.10 These IR peaks disap-

pear for longer annealing times. In the IR spectra

of the annealed PS, new peaks appear at 2205 and

2261 cm－１. The peak at 2205 cm－１ increases and

then decreases with the annealing time . The

peak at 2261 cm－１ increases consistently with the

annealing time. When hydrogen atoms in the Si-

Hn bond are replaced by oxygen atoms , the

change in the charge distribution occurs because

of electronegativity, leading to shifts of the corre-

sponding vibrational frequencies toward the

higher energy side.11 Thus the change in the pre-

sent IR spectra against the annealing time can be

recognized the IR peaks at 2087, 2110 and 2144

cm－１, attributed to Si-Hn (n=1, 2 and 3) bonds, are

replaced by higher frequency one because the

back bonds of Si-Hn passives are oxidized. This

explanation is also supported by the observation

that the total absorption intensity of Si - Hn

(stretching) in the range of 2050 - 2300 cm－１main-

tains almost constant in spite of the progress of

oxidation. The observed peaks at 2205 and 2265

cm－１can be attributed to the Ox-Si-Hy (x and y ; 1,

2 or 3). This implies that the Si-Hn bonds in the PS

film surface are not broken in the oxidation proc-

ess. The oxygen preferentially attacks the back

bond of Si -H passives to produce the Oy -Si -Hx

rather than the hydrogen of Si-H moiety.

Figure 3 shows Photoluminescence (PL) spec-

tra of the PS film annealed at 150℃ for different

values of annealing times (10, 20, 30 and 60 min)

as well as that of the as- prepared PS. The PL

spectrum lies in the broad range from 600 to 900

nm. The intensity of the broad peak around at

800 nm in the PL spectrum of the as-prepared PS

Fig. 1 The IR spectra in the range of 800 - 1400 cm－１ of
as-prepared PS film and annealed PS at 150℃ for
the oxidation times of 10, 30 and 60 min, respec-
tively.

Fig. 2 The IR spectra in the range of 2000 - 2300 cm－１of
as-prepared PS film and annealed PS at 150℃ for
the oxidation times of 10, 20, 30 and 60 min, re-
spectively.
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decreases with the annealing time. Instead, a new

PL peak appears around 710 nm and its intensity

increases consistently with the progress of the

oxidization. When the annealing time is over 60

min , the spectrum around 710 nm no longer

changes. Also, the broad peak observed for as-

prepared PS almost disappears after the anneal-

ing time over 60 min.

Figure 4 (a) shows the intensities of PL at 710

nm as a function of the annealing time for differ-

ent annealing temperatures (150, 200 and 250℃).

For comparison, the dependence of the intensity

of the IR peak at 2261 cm－１on the annealing time

is also shown in Figure 4 (b). This IR peak has

been assigned above as the stretching bond of Oy-

Si-Hx. The results in (b) are shown also for three

different values of the annealing temperatures

150, 200 and 250℃. These figures have two char-

acteristic features. First, the increase in the inten-

sity of PL peak at 710 nm is faster for higher an-

nealing temperature in the shorter annealing

time region. In the similar way, the increase in

the IR intensity at 2261 cm－１ is faster for higher

annealing temperature. Second, the PL and IR in-

tensities saturate for longer annealing time, and

the lower annealing temperature tends to give

the saturation at a shorter annealing time. These

similar tendencies show clearly that the behav-

iors of the PL intensity at 710 nm and that of the

IR intensity at 2261 cm－１ are associated with the
Fig. 3 The PL intensity of as-prepared PS and annealed

PS at 150℃ for the different annealing times of 10,
20, 30 and 60 min, respectively.

Fig. 4 (a) The trend of the PL intensity at 710 nm as a function of the annealing temperature (150, 200 and 250℃).
(b) The change of the IR intensity at 2261 cm－１ vs. the annealing times for the difference of the annealing tem-
peratures (150, 200 and 250℃).
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same origin. Hence we conclude that the PL peak

at 710 nm is attributed to the formation of the Oy-

Si-Hx structure.

Gole et al calculated the IR absorption spec-

trum of stretching mode and the PL spectrum of -

Si(O)OR (R = H and/or silyl) considering it as si-

lanon-based compounds.9,12 They suppose that the

PL spectra calculated for Si(O)Si2, (Si(O)SiH3)2, and

Si(O)(OH)(SiH3), which are strongly bonded to the

PS surface, lie in the region from 600 to 800 nm.

They also suppose that IR peaks for calculated ν

(Si=O) stretching and H-Si-O bending modes lie in

the range from 1050 - 1250 cm－１ and 870 - 900

cm－１, respectively . The triplet - singlet (ground

state ) transitions in silanone -based compounds

such as SiH3(O)(Si-H3)2 are shown to occur in the

750 ± 50 nm spectral region.12 In the present ex-

periments, the IR absorptions of silanone-based Si

=O bonds and H-Si-O bending are observed at

1200 - 1250 cm－１and 816 cm－１, respectively. Con-

sequently, it is considered most probably that si-

lanon-based fluorophors are produced on the PS

surface when they are annealed. These IR peaks

of the silanone-based compounds increase with

the annealing time, just as the peaks at 2261 cm－１

of Ox-Si-Hy do. This result suggests strongly that

the 710 nm PL peak which appears progressively

for more oxidation is associated with the silanone-

based compounds produced on the PS surface .

The production of these silanone - based com-

pounds is raised by an increase in the annealing

temperature and /or the annealing time.

In the summary , as - prepared anodized PS

shows a broad PL spectrum expanding from 600

to 900 nm. When this PS film is annealed at low

temperature (150 - 250℃) for appropriate times,

the stable PL spectra having peak at 710 nm

grow. The production mechanism of the PL at

710 nm is considered as follows. The back bond

(Si-Si) of passivated H-Si is cleaved and oxidized

to produce the silanone-based compounds on the

PS surface, and these compounds contribute to

emission of the PL spectra.
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